
第11回
東日本リエゾンカンファレンス

開催⽇︓２０２５年７⽉４、５⽇

開催地︓岩⼿県⼋幡平市

八幡平市政20周年記念

（カンファレンス会場となる八幡平市役所）

【お申し込み方法】
右のQRコードから申込みください



開催趣旨

秋⽥県、⻘森県と境を接する岩⼿県⼋幡平市(は
ちまんたいし)は2005年に⻄根町、安代町及び松尾
村の3町村が合併して誕生し、今年で市政施行20
周年を迎えます。

同市は「農と輝の大地」を掲げ、地域資源とし
ての地熱と良質な雪、岩手山や八幡平の雄大な自
然を活かした温泉やスキー場などの観光産業に加
え、花卉や野菜、水稲、畜産、内水面魚業などの
多様で特色ある一次産業が活発に行われておりま
すが、他の地方都市と同様に人口減少や少子化、
高齢化などの問題を抱えています。

その一方、近年、ハロウインターナショナル安比ジャパンの開校や岩手県初の5星ホテルのANA
インターコンチネンタル安比高原リゾートの開業など、国際的な教育観光都市としての側面も備え
つつあります。

このような八幡平市をフィールドに、地域のキーマンと学会員が対話を通じて問題点を共有し、
地域振興策を探るために「東日本リエゾンカンファレンス」を開催します。



テーマ

地方中小都市のポテンシャルを磨く

〜⼋幡平市をフィールドとして〜

主催︓第11回東⽇本リエゾンカンファレンス岩⼿県実⾏委員会、
地域活性学会東北⽀部、産学連携学会東北・北関東⽀部

共催︓⼋幡平市、地域活性学会北海道⽀部、産学連携学会北海道⽀部

後援︓岩⼿県、国⽴⼤学法⼈岩⼿⼤学、（公財）東北活性化研究センター、
(株)岩⼿銀⾏、(株)北⽇本銀⾏、盛岡信⽤⾦庫、

（一社）八幡平市観光協会、八幡平市商工会



フィールドリサーチ

13:00 盛岡駅⻄⼝マリオス(交通広場１階)出発

（東北⾃動⾞道 盛岡IC→松尾八幡平IC）

14:00〜15:15 ハロウインターナショナルスクール

16:00〜17:30 松尾八幡平地熱発電所、ジオファーム八幡平

17:45 八幡平マウンテンホテル着
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（ハロウ校ＨＰから）



（ハロウ校ＨＰから）



松尾八幡平地熱発電所は、発電端が7,000kW超の地熱発電所の新規稼働とし
ては国内では22年ぶりの2019年１⽉に運転を開始しました。年間発電量は、
⼀般家庭約１万５千世帯分の消費電⼒に相当します。

JOGMECの助成⾦制度、出資制度及び債務保証制度をフル活⽤した国内初の案
件です。

独立行政法人エネルギー・金属鉱物資源機構HPから



おいしいマッシュルームを栽培するには、馬ふんベースの堆肥が欠かせない。
「八幡平ジオファーム」では、馬ふん堆肥と温泉地熱を活用し、マッシュルームと馬ふ
ん堆肥を生産している。
自然を活用し、生まれた食材には、八幡平の恵みが詰まっている。

（八幡平市広報誌：ハチクラから）
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情報交換会

• 時間 18時30分〜

• 会場 八幡平マウンテンホテル

• 会費 6千円（学会員）

（非学会員は8千円）


